
■　牛乳が飲めなくなる？ という危機感
　酪農家から乳業メーカーに販売される飲用向け生乳の乳価はここ4

年間据え置かれていましたが、2019年4月から1キロあたり4円の

引き上げが行われます。今回、乳業メーカーが乳価の値上げを受け入れ

た背景のひとつに、このままの乳価では、生乳を生産してくれる酪農家

が立ち行かなくなる状況があるといわれています。

　酪農家戸数は、全国で1万5,700戸（2018年2月時点）ですが、

これは10年前の約6割、40万戸を上回っていた昭和30年代後半の

４％以下の戸数です。近年、毎年約700戸ずつ減り続けていて、酪農

家の減少には歯止めがかかりません。さらに、生乳生産量はこの15年

間で100万トン以上、約15％減少しています。

　酪農は乳牛相手の仕事ですから、毎日作業をしなければならず、労働

時間が長くなりがちです。また、飼料や燃料価格の高止まり、設備更新

費の増加、自然災害のリスクなど、その厳しさから、後継者不足が課題

となっています。このまま酪農家が減り続ければ、日本国内での生乳生

産ができなくなって、牛乳乳製品の安定供給ができなくなるという、酪

農乳業界全体の危機感があるのです。

■　量販店等での「牛乳」の位置づけ
　牛乳の価格はここ30年間、じわじわと下がっています。厳しい酪農・

乳業経営を背景に、飲用向けの乳価が引き上げられ、それにともない牛

乳の小売価格が一時的に上がったときもありました。しかし、それを維

持できず低下している状況を、下記の「牛乳価格の推移」から見て取る

ことができます。

　乳価が上がっているなかで、牛乳小売価格が低下しているということ

は、酪農家だけでなく、製造する乳業メーカーも、牛乳で利益を出すの

が難しい状況にあるといえます。生活必需品でありながら買い置きがで

きない牛乳は、特売の対象になりやすいのです。スーパーマーケット間

の競争も厳しく、さらに最近はドラッグストアも参入し、価格競争が激し

くなっています。

　酪農家の生産する「生乳」、生乳を加熱殺菌して製造する「牛乳」、と

もに日持ちがしないため、すぐに買ってもらわなければなりません。そう

なると、量販店の力が強くなり、乳業メーカーの納入価格が切り下げら

れがちで、牛乳価格がどんどん低下してしまうのです。

■　牛乳の価値に見合った「適正な価格」を
　酪農家が意欲を持って高品質な生乳生産を続けられるようにするた

めに重要なのは、酪農家の収入の柱である「乳価」です。酪農家にとっ

ての乳価引き上げは、勤労者の基本給アップに当たるもので、健全に経

営でき、将来への希望をもって酪農を続けられるだけの、適正な乳価が

必要なのです。特に、飲用向け生乳には、国からの補助金もありません。

　牛乳・乳製品は毎日の暮らしに欠かせないものです。安全・安心な国

産の牛乳・乳製品をこれからも届け続けるために、牛乳ができるまでの

背景を知っていただき、適正な価格で牛乳を販売・購入していただくこ

とが必要なのです。

2019年4月1日、4年ぶりの飲用向け乳価改定

　日本の食や牛乳の供給に関しての考えについて全員に聞いたところ、「日本の酪農や酪農家を応援したい」が85.6％で最も

高く、「食品の安心・安全を維持するのには、コストがかかるものだ」が85.2％、「現状より食品の価格が安くなるより、安心・安

全を維持してほしい」が83.6％、「多少価格が高くても安心・安全と思われる牛乳を購入したい」が81.7％と続きました。

　食品や牛乳の安心・安全を求める意見が多く、そのためには多少価格が高くても購入したいという意識があることがわかりま

す。「牛乳」の適正な価格設定を実現することが、日本の酪農・酪農家への応援となり、ひいては安心・安全な国産牛乳・乳製品の

安定供給につながると考えられます。

日本の食や牛乳の供給に関しての考え

　昨年から今年にかけて、多くの食品価格の値上げが発表されています。食品によっては年初から価格改定が行わ
れ、3月には冷凍食品やアイスクリーム、缶詰、練り物、4月には牛乳・乳製品、5月には飲料など、多くのカテゴリーの
食品で値上げが実施される予定です。
　酪農家から乳業メーカーに販売される飲用（牛乳、ヨーグルト等）向けの生乳（牛から搾ったままの乳）の取引価格
（乳価）についても、4月からの値上げが決定しました。生乳価格の引き上げは牛乳や乳製品などの製品価格に影響
しますが、今回、乳価の引き上げが合意されたのは、減り続ける酪農家の廃業に歯止めをかけたいという、酪農乳業界
全体の危機感があります。

　今回は、乳価値上げの背景と、厳しい状況のなか、さまざまな努力を重ねて酪農経営を発展させている埼玉県熊谷市の酪農家の声
をお届けします。また、（株）ネオマーケティングが2018年10月に実施した「牛乳の購入意識に関する調査」の結果を紹介します。
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　今回、4円の飲用向け乳価値上げが実施されますが、酪農経営にとってはまだ十分ではないという声もあります。一方

で、消費者が普段、牛乳を購入する際に何を重視しているのか、総合マーケティング支援を行う㈱ネオマーケティングが、

2018年10月に実施した「牛乳の購入意識」をテーマにした調査結果を紹介します。

安心・安全な国産の牛乳なら多少の値上げも許容
～「牛乳の購入意識に関する調査」～

	 調 査 方 法 	：	株式会社ネオマーケティングが運営するアンケートサイト「アイリサーチ」のシステムを利用したWEBアンケート方式
	 調 査 対 象 	：	アイリサーチ登録モニターのうち、全国の20歳～69歳の男女
	 サンプル数	：	1,000サンプル（性別×各年代　100S）
	 調 査 期 間 	：	2018年10月26日（金）～29日（月）
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「価格」と「品質（安全性）」の2つが高く、次いで「味」「成分無調整」を重視。

Q �� あなたが牛乳を購入する際に最も重視することについて、お答えください。

牛乳を購入する際の重視点
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「価格が多少高くても国産のものを買いたい」が54.7％

Q �� 	あなたは、牛乳について、国産と外国産どちらを買いたいとお考えですか。
	 （※「牛乳」は国産100％ですが、仮に店頭で外国産の牛乳が売られている場合を想定してお答えください）

「国産牛乳」と「外国産牛乳」の購入意向 ★仮に外国産が店頭にあったとした場合

国産の牛乳を買うための値上げ許容金額
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「20円くらいまで」が約28％と最も多く、「10円くらいまで」が約25％、「30円くらいまで」が約18％と続きました。
また、「50円くらいまで」との回答も約16％ありました。
Q �� 	前問で、「価格が（多少）高くても、国産のものを買いたい」または
	 「価格が同じなら、国産のものを買いたい」とお答えの方にお聞きし

	 ます。国産の牛乳を買うために、あなたは、牛乳（種類別「牛乳」・紙

	 パック・１リットル）の値上げは、いくらくらいまでなら許容でき

	 ますか。

総務省の平成29年の家計調査によると、牛乳1リットル当たりの平均購入価格
は約196円 （平成29年の月毎の平均で算出）
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条件のなかで努力を重ねています。雄治さんは「このままだと酪農家は

いなくなり、日本から国産の牛乳が消えるかもしれません。牛乳は生鮮

品ですから輸入は難しく、現在国産100%です。外国から脱脂粉乳を輸

入すれば加工乳は作れるでしょうが、「本物の牛乳」とは、まったく違うも

のでしょう」と、危機感を口にしました。

　「もう少し乳価が上がり、所得率が上がれば、酪農家減少への歯止め

になる」という雄治さん。最後に、牛乳を販売する小売店や、牛乳を買う

消費者への思いを語りました。

　「酪農は日本になくてはならない産業だという自負が私たちにはあり

ます。牛乳の価値が適正に評価されることを願っています」

　今回の飲用向け乳価引き上げについ

て、酪農家はどのように考えているので

しょうか？　埼玉県熊谷市で酪農を営む、

（株）ブルーバンブーファームの会長で

あり、埼北酪農業協同組合  組合長でも

ある青木雄治さんと、ともに酪農を営む

長男の大輔さん、次男の洋介さんにお話

を伺いました。

■　生乳へのこだわりとコストを反映した価格に
　株式会社ブルーバンブーファームは、その前身の青木牧場を、雄治さ

んの父親の竹雄さんが1948(昭和23)年に創業。徐々に経営規模を

拡大し、現在は搾乳牛38頭、育成牛30頭、乾乳牛2頭を飼養していま

す。雄治さんの長男の大輔さんが1996(平成8)年に、次男の洋介さ

んが2003(平成15)年に就農し、2016(平成28)年に大輔さんが経

営を引き継いだのを機に、牧場を法人化しました。

　雄治さんは、今回の乳価引き上げについて、

　「今回、飲用向けの乳価が4円上がることはありがたいのですが、正

直、もう少し上がってほしいと思っています。

　わたしたち酪農家は、365日休まず牛の世話をし、こだわりを持って

入飼料の価格はキロ65～70円。できれば100％自給飼料にしたい

のですが、乳量・乳質の安定のためには、栄養価が安定した輸入牧草を

一定量購入することが必要ですし、現在の労働量からも、これ以上耕地

を広げるのは限界があります」と語ります。

■　限られた条件のなかで、牛のために工夫
　洋介さんも、大輔さん同様、労働時間がどうしても長くなりがちです。

「給餌や子牛の哺乳も、一頭一頭の体調を見ながら量や成分の配合を細

かく調整しています」

　乳牛の健康は、乳量・乳質や出産回数に影響し、酪農家の収入に直接

かかわるため、「納得いくまで追求したいので、ほぼ、いつも牛舎にいて、

牛を観察していますね」といいます。

　「牛舎も古いので改修したいのですが、いまは牛に必要なところか

ら順に、少しずつ直して使っています。コスト削減はもちろんしていま

すが、限界があります。特に、牛たちはいわば、身を削って乳を出してく

れているので、牛の体調や健康を考えると、飼料の品質は落とせない

ですね。牛がよく食べてくれて、健康で、乳を出してくれるように、かつ

低コスト化を模索し工夫していますが、飼料代の上昇に比べて乳価は

上がっていないのが苦しいですね」とのことです。

■　牛乳の価値を、もっと評価してほしい
　このブルーバンブーファームのように、日本の酪農家はいま、限られた

生乳を搾っています。酪農は、乳牛の飼料代をはじめ、搾乳・飼料生産

のための機械や施設など、多くの費用がかかり、近年、それらのコストは

ずっと高騰しています。経費上昇が十分に乳価に反映されなければ、新

しい担い手が育っていきません」と語ります。

■　農業担い手減少のなか、多くの農地を耕作
　ブルーバンブーファーム社長である長男の大輔さんも、「どうしても長

時間労働になってしまいますね。うちの牧場では代々、“土作り、草作り、

牛作り”を考えて酪農を行ってきました。牛ふんと麦殻、もみ殻を３カ月

かけて発酵させて作る堆肥を牧草地に入れ、栽培に適した土作りをし

て、牛のために良い牧草を作り、それを食べさせて牛の健康を保ち、良

い乳を出してもらう。その循環を大切にしています」と語ります。

　こだわりの牧草は、利根川の河川敷を中心に13haほどを栽培してい

ます。このように自給飼料生産に力を入れており、作付け面積は拡大傾

向にあります。「耕作の担い手が減っている現状のなか、耕作放棄地を引

き継いだり、また周囲の農家から耕作請負もしているので、遠いところで

は車で50分かけて作業しに行く牧草地もあります。作業の繁忙期には、

帰宅が深夜に及ぶこともしょっちゅうです」と大輔さん。農業機械を活用

しながら、広大な農地を限られた労働力で管理しているのです。　

　「自給飼料の生産コストは、キロ当たり20円程度。一方、購入する輸

日本の牛乳の「価値」に見合った「価格」を望みます。

埼玉県熊谷市
（株）ブルーバンブーファーム　会長

（埼北酪農業協同組合  組合長）
青木  雄治さん

❶�左から次男の洋介さん、雄治さん、長男の大輔さん。親子のチームワークがブルーバ
ンブーファームの屋台骨。
❷�利根川河川敷に広がる牧草畑。ここだけで5ha。対岸の群馬県側にも耕作していると
ころがあります。

❸�大輔さんは、これらの大型機械を20年30年と愛着をもって使い続け、広大な農地をほぼ1
人で管理。機械類は外国製で高価ですが、限られた労働力で牧草作りをするため、無くてはな
らない存在です。
❹�牧場は、雄治さんの妻の佐知子さんが丹精した樹木や花々に彩られています。

❺麦・稲などのわらを1つ250kgの巨大なロールにして保管。自家使用とともに近隣農家へも販売。
❻�堆肥舎で約3カ月切り返して作る堆肥は、牧草畑に還元するほか、近隣の野菜農家にも販売。
❼�牧場の新たな目標が6次産業化。牧場内にジェラートショップを建設し、新鮮な生乳を原料に、
ジェラートやケーキの製造販売を計画中。設計図を見ながら、計画を語り合う大輔さんと妻の
美保さん、母の佐知子さん。
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❽�皆で和気あいあいと牧場を営む青木さんご一家
❾�朝夕2回の搾乳。乳量、乳質とも「自信を持っています」と洋介さん。
��洋介さんの妻の優子さんは元動物看護師。洋介さんとともに、エサやりや哺乳など牛
舎の作業に従事。
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